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第２次調査面談録 
 

農業開発省（MDA）協議（1 日目） 

１．日時 2010 年 1 月 22 日（水）10：00－12：00 

２．場所 農業開発省次官室 

３．面会者 M. Abdou Chaibou  農業開発省 次官 

      M. Mamadou Kourna Aboubacar 農業開発省 農業総局 局長 

      M. Adamou Danguioua 農業開発省 調査計画局 局長 

      M. Mahamadou Mouha 農業開発省 調査計画局 職員 

      M. Bachir Ousseini 農業開発省 農業土木局 局長 

４．協議内容 

 総括より調査の目的・スケジュール、調査企画より要協議事項（PDM の変更、日本人専

門家派遣分野、常勤カウンターパート・普及員の配置、先方経費負担、プロジェクト事務

所等）及び日本側対処方針について説明を行い、次回協議（1 月 27 日）までの検討を依頼

した。次官からは、特に治安状況悪化にかかる専門家の活動制約について、「ニジェール政

府としては公式に『安全』と表明していることを強調したい。本措置はあくまで日本側の

考え方によるものと認識している」旨、コメントがあった。 

 

マラディ州アトリエ（説明・意見交換会） 

１．日時 2010 年 1 月 25 日（月）9：30－15：30 

２．場所 マラディ市商工会議所大会議室 

３．参加者  

  ＜マラディ州＞ 

   州知事 

   州農業開発局局長・土木部長 

   州環境砂漠化防止局長 

   州畜産局長 

   州水利局長 

   州国土コミュニティ開発局長 

   州農事法典事務局長 

   各サイト担当コミューン長 

   各サイト担当県農業開発局長 

   各サイト担当県環境砂漠化防止局長 

   各サイト担当畜産局長 

   生産者代表 

  ＜タウア州＞ 
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   州農業開発局長 

   生産者代表（EDOS パイロットプロジェクト対象サイト貯水池利用者組合） 

  ＜ニアメ＞ 

   農業開発省 調査計画局・農業総局・土木総局・地方組織化推進局 

  ＜JICA＞ 

   ニジェール事務所 

調査団 

４．タイムテーブル 

9:30-10:00 開会の辞 マラディ州知事 

JICA ニジェール事務所長 

10:00-10:40 EDOS 結果概要説明 農業開発省調査計画局 

10:40-11:30 質疑応答  

11:30-11:50 コーヒーブレイク  

11:50-12:20 JICA 技プロスキーム説明 調査団 

12:20-12:50 プロジェクト PDM 案説明 農業開発省調査計画局 

12:50-14:20 質疑応答  

14:20-14:30 閉会の辞 マラディ州農業開発局長 

５．結果概要 

既往案件（EDOS）パイロットプロジェクトの成果・アクションプランの内容や JICA 技

術協力プロジェクトスキーム、本案件の概要について農業開発省および調査団より説明、

参加者と質疑応答を行った。 

司会はマラディ州農業局長及びタウア州農業局長が務め、同州の各省庁・地方行政関係

者のほか、農業開発省本省（ニアメ）やタウア州からも参加者を招聘した。参加者からは

プロジェクト内容について概ね賛同の意が示されたほか、プロジェクト各活動の内容・ス

ケジュールや全体予算額等に関する質問がなされた。 

なお、本アトリエの模様は国営放送局により同日のマラディ州ローカルニュースにて紹

介された。 

 

アトリエ会場の様子  
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マラディ州農業開発局（プロジェクト事務所予定地）視察 

１．日時 2010 年 1 月 25 日（月）16：30 

２．視察結果  

 プロジェクト事務所予定地の視察を行った。マラディ州農業開発局土木部の敷地内にあ

り、おおよそ 10ｍ×5ｍ程度であり、電気・水道が引かれている。現在は同局員が設計図作

成等の作業を行うときのみ使用されているとのこと。同局長からはプロジェクト事務所と

しての利用について快諾を得た。 

なお同局長は 2009 年 12 月にマラディ州に赴任してきたばかりであるが、他州において

ＥＵなど他ドナーのプロジェクトに数多く関わってきており、本プロジェクトについても

意欲的に関与していこうとする姿勢を有している。 

 

 

プロジェクト事務所予定部屋 外観 

 

Bakassomouba サイト（遊水池タイプ）視察 

１．日時 2010 年 1 月 26 日（水）8：00－8：30 

２．場所 Bakassomouba サイト（遊水池タイプ）、マラディ市から西に 1 時間 

３．視察結果 

 マラディからニアメへの帰途、国道 1 号線上にある Bakassomouba サイトを視察した。

遊水池の水を使って減水農業が行われている。 

 提体は蛇籠を積み上げるかたちで築かれているが、建設後約 5 年しか経過していないに

も関わらず側面部が傾き始めており、崩壊が懸念される。おそらく現状では住民による補

修は難しく、外部の業者による工事が必要と思われる。 

なお、同サイトでは JOCV 萩原隊員が自然農薬（トウガラシ等）を使った農法を担当農

業開発局職員（植物保護官）とともに指導しており、今後何らかの形で本プロジェクトの

活動と連携していくことも可能と考えられる。 
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丸で囲った箇所が右方向に傾いている 減水農法でトマト・スイカ等を栽培している

 

 

農業開発省（MDA）協議（2 日目） 

１．日時 2010 年 1 月 27 日（水）11：00-11：30、16：30-19：30 

２．場所 農業開発省会議室 

３．面会者 M. Abdou Chaibou  農業開発省 次官 

      M. Mamadou Kourna Aboubacar 農業開発省 農業総局 局長 

      M. Adamou Danguioua 農業開発省 調査計画局 局長 

      M. Nouhou Hamidou 農業開発省 調査計画局 職員 

      M. Mahamadou Mouha 農業開発省 調査計画局 職員 

      M. Bachir Ousseini 農業開発省 農業土木局 局長 

４．協議内容 

 同日午前に協議議事録（M/M）案を次官に手交し確認を依頼、その上で協議に臨んだ。主

なやり取りは以下のとおり。 

＜専門家派遣分野＞ 

（Aboubacar）総括、組織化、農産物加工・保存・流通、普及、灌漑、畜産、公衆衛生の 7

分野を提案いただいているが、前者 3 分野のみでよい。後者の 4 分野についてはニジェー

ル側が行政やローカルコンサルタント等のかたちで専門性を有しており、それらを活用い

ただきたい。 

（西本）案件開始のタイミングで農業土木の専門家を入れて調査を行う可能性など柔軟性

を残しておきたい。4 分野については「必要に応じて」という書き方でどうか。 

（Aboubacar）財務省に予算要求をする以上全体コストの効率性も求められる。 

（石塚）ニジェール側負担分として財務省に予算要求いただきたいのは事業経費（バイク

のメンテナンス費等）であり日本人専門家の派遣にかかる経費ではない。また、農業土木

についていえば、日本も多くの知見を有しており、ニジェール側のみならず日本人専門家

チームにも現場を調査してほしいと考えている。いずれにせよ、プロジェクトを進行させ

る中で多様な人材を確保する柔軟性を、現時点では持たせておきたい。 

＜経費分担＞ 

（Aboubacar）ニジェール側負担事項として「普及員バイクのメンテナンス代・ガソリン代
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及びニジェール側関係者の出張旅費・交通費について 2010 年度は２ＫＲ見返り資金・2011

年度以降は財務省からの独自予算の獲得を試みる」旨を提案いただいているが、これらの

項目について予算を獲得できるかどうか、現時点では確約できない。プロジェクトの進行

が現場でストップしてしまう可能性があるため、これらの項目は日本側負担とし、ニジェ

ール側負担項目は「常勤カウンターパート（3 名）の出張旅費・交通費」のみとさせていた

だきたい。 

（西本）予算獲得が難しいことは承知している。あえてそこで努力いただきたい、という

こと。EDOS のアクションプランでも、上記 2 項目についてはニジェール側で予算を獲得

するよう提言されている。この 2 項目が確保されなければ、プロジェクト終了後に成果が

持続しないことも危惧される。 

（Mouha）プロジェクト終了時に考えれば良いことではないか。EDOS のパイロットプロ

ジェクトサイトも、プロジェクト終了時に各コミューンが活動の成果・意義を認め、継続

的に普及員バイクのメンテナンス代・ガソリン代を支給している。 

（石塚）開発調査と技術協力プロジェクトはコンセプトが違う、ということをご理解いた

だきたい。JICA の基準では本来は全ての業務経費は当該国が負担することになっている。

昨年 9 月にこの点につき次官と協議し、ニジェールの現状では支出が難しい旨であったの

で、今回は基本的に日本側が業務経費する方向で調整したいが、この 2 点については、そ

の重要性に鑑みて、ぜひ予算獲得を試みて欲しいと考えている。プロジェクト終了後に検

討すれば良いと仰ったが、プロセスを始めるのは早ければ早いほど良い。 

＜Zongon Roukouzoum の扱い＞ 

（Aboubacar）「農業開発省は完工に向け努力する」という文言を提案いただいているが、

（業者との係争により）完工の見込みが立っていないため、削除いただきたい。 

（西本）このまま未完工の状態が続く場合には、同サイトはプロジェクト対象から外れる

ことになるが、かまわないか。 

（Aboubacar）やむをえない。 

＜プロジェクト責任者＞ 

（Aboubacar）プロジェクト責任者（Director）を次官とすることを提案いただいているが、

次官との協議の結果、農業総局長が担当することになったので、了承願いたい。 

（西本）了解した。ただし他の案件で、「次官が不在のため決裁できない」という理由で案

件の進捗がストップしてしまった例があり、同様の可能性を懸念している。 

（Chaibou）農業開発省ではそのような問題はない。 

 

農業開発省（MDA）協議（3 日目） 

１．日時 2010 年 1 月 28 日（木）10：00-12：30、15：00-17：30 

２．場所 農業開発省会議室 

３．面会者 M. Abdou Chaibou  農業開発省 次官 

      M. Mamadou Kourna Aboubacar 農業開発省 農業総局 局長 

      M. Adamou Danguioua 農業開発省 調査計画局 局長 
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      M. Nouhou Hamidou 同 職員 

      M. Yahaya SANI 同 職員 

            M. Ibrahim MATA 同 職員 

      M. Mahamadou Mouha 同 職員 

      M. Bachir Ousseini 農業開発省 農業土木局 局長 

            M. Seydou GAMAKE 同 職員 

            M. Maouna GADO 農業開発省 地方組織化推進局長 

４．協議内容 

 前日の協議を踏まえて協議議事録（M/M）案を修正し手交、残りの要協議事項について協

議を行った。主なやり取りは以下のとおり。 

＜経費分担＞ 

（石塚）なぜ「常勤カウンターパート 3 名の出張旅費・交通費」についてのみ、予算獲得

申請が可能なのか、お伺いしたい。 

（Aboubacar）一つには、もし予算が獲得できなくても現場での活動がストップしない費目

である、ということ。もう一つは、財務省に対し使途を証明しやすいということがある。 

（駒崎）SMASSE（中等理数科教育計画プロジェクト）では財務省を巻き込む形で業務経

費について相応の負担をニジェール側が行っているが、同じようにできないものか。 

（Aboubacar）現場の活動がストップする可能性がある以上、必ずなんらかの予算措置の保

証（Guarantee）を確認しておく必要があると考える。 

（石塚）それでは、結果として予算が獲得されなかった場合は懸案の 2 項目についても日

本側が支出を行う（Guarantee）旨、明示的に議事録でも残しておく。 

（Mouha）それでは、「農業開発省が 2 項目について予算獲得の努力を行う」ということじ

たい、必要ないのではないか。 

（石塚）その点については削除せず残すこととし、引き続き予算獲得の努力をお願いした

い。昨日説明したとおり、ひとつは JICA 技術協力プロジェクトのコンセプト、もうひとつ

は「予算獲得は早ければ早いほど良い」という考えを持っている。 

＜ニジェール側関係者出張旅費・交通費基準＞ 

（石塚）基本的には 1998 年のニジェール政府作成規程及び EDOS の基準に基づいて作成

した。EDOS からの変更点は、①出張旅費支払い有無についてのグレーゾーンをなくした、

②ガソリン単価を昨今の実勢単価に合わせた、の 2 点。 

（Chaibou）基本的には問題ないと考えるが、この点はプロジェクトに関わる人員のモチベ

ーションの上で重要であり、現場がうまく動くかどうかの分かれ目ともなる。この点をう

まく活用して、知事ら地方行政の責任者をプレスとともに現場に連れてくるなどすれば、

広報の観点からも有効。日本の案件は広報面のアピールが弱く、もっと考えていくべき。 

 

以上 
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